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日本における大学生スクールボランティアの動向と
課題





























































嚆矢となり、1988 年の教育職員免許法改正、1996 年の第 15 期中央教育審議
会第 1 次答申へとこの流れは続いている（内海・堀・柏木 , 2001）。
　そうしたなか、日本でボランティアという単語が身近になったのは、「ボ
ランティア元年」とも呼ばれている 1995 年以降である（内海 , 2001）。この











































































































































































録（実習ノート）の提出や評価（実習先の評価・大学の最終評価 [ 認定 / 不
認定 ]）を伴う。また、報酬の点では、派遣先の育委員会や NPO 組織によっ
て相違があり、全くの無償の場合から、“ 上乗せ的な ” 交通費支給（均一金








1) 学校行事参加型 ・遠足引率や運動会の補助 玉井（2005）






















































































































2007 年度には、のべ 36 人の教員による 13 コマの授業が展開された。また、
毎週月曜日を「PBL 教育デイ」とし、学部生と教員が共にグループで省察
して学び合う環境を創出させた。この他に、時間に制約されずに学生が情報


























































その結果、1) 実際に受け入れた学校は 16.3％に留まっている点、2) 受け入
322
神田外語大学紀要第 21 号
















給までをも含まない完全なる “ 無給 ”、2) 出先機関への交通費の支給、3) 交
通費支給が困難な場合の代用措置（給食配給など）、そして、4) 学生への
“ 謝礼 ” のニュアンスを含めた、また個別交通費算出の手間の軽減のための





る地方自治体のボランティア派遣で、2 年間にわたり学生 1 回の補助として
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1,600 円の支給に加え、教員採用の 1 次試験の「総合教養」部門まで免除さ
れることに対して過度な待遇ではないかと疑問を呈しているように、極端な
高額支給の場合には問題点が表出してくるであろう。つまり、そもそも無償






連携が欠かせず、内容を熟知した学生募集の “ 橋渡し役 ” の担当者がいるこ
とが望ましい。いうまでもなく、学生に対して、不安や質疑がある場合など、
その場できめ細かく対応できるからである。また、教育実習でも指摘される







































に知らせる ” のか、あるいは、“ 理論を踏まえてから現場に出向かせるのか、”
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